
 ロボットプログラミング選手権とは、全国特別支援学校病弱教育校長会主催で行われ、

FUJISOFT 社の Proro(プロロ)というプログラミングロボットを使います。３８．５cm の土俵の上

でそれぞれがプログラミングしたロボットで相撲を行う大会です。（詳細はこちらをクリック） 

 

 刀根山支援学校からは、小学生 2名、高校生 1名の 3名がひとつのチームとして大会にエントリ

ーしています。大会はトーナメント形式で、1試合は 3本勝負です。2023年 10月 3日、オンライン

で、それぞれが入院している病室をつなぎ、チームの結束を高めるために交流試合をしました。 

 

 

まずは、互いに 

自己紹介しました。 

次にチーム名を相談しまし

た。いろいろな意見が出ま

したが、最後に高校生がう

まくまとめてくれました。 

オンラインで交流試合をし

ました。それぞれが考えた

プログラムで初めての試

合！！みんなドキドキでした。 

高校生が小学生にプログラムの

解説をしました。高校生からアド

バイスをもらえて、小学生の 2人

は、「すっきりした！」や「うまくいか

なかった原因がわかった！」と目

を輝かせていました。 

チーム名は 

に 

11 月 14 日に近畿東海北陸地区大会（１９チームがエントリー）があります。地区大会の上位 5 チーム

が、2月に行われれる全国大会へ行くことができます。応援よろしくお願いします！！ 

https://www.mirai-school.jp/proro/ 

https://zentokucho.jp/files/zentokucyo20/robopro2023taikaiyoukou.pdf
https://www.mirai-school.jp/proro/

